






３  

全国学力・学習状況調査の結果に対して情報公開
請求があった場合の県の対応について 

 

 愛知県教育委員会は、全国学力・学習状況調査の結果に対して情報公開請求があった場合に、以

下のとおり対応する予定ですが、各市町村教育委員会におかれましても、「令和３年度全国学力・学

習状況調査に関する実施要領」及び本書を参考にして、適切な対応をお願いします。 

 なお、情報公開請求に対する開示・不開示の判断は、それぞれの地方公共団体における条例に基

づいて行われるものであり、本書に基づく愛知県教育委員会の対応と必ずしも同様の対応が必要と

なるわけではありません。 

 

１ 愛知県教育委員会において情報公開請求の対象となる可能性がある情報 

① 学校別の調査結果、② 市町村別の調査結果、③ 教育事務所別の調査結果 

④ 県全体の調査結果 

 

２ 学校別の調査結果の情報開示について 

(1) 愛知県教育委員会が開示する場合の基本的な考え方 

愛知県教育委員会は、少なくとも全国学力・学習状況調査の調査結果については、参加主体

である各市町村教育委員会に、公表に関する方針、開示に対する同意の有無等を確認の上、各

市町村教育委員会が公表又は慣行として公とする情報は開示とする。残りの部分については、

実施要領により定められていることを十分に留意した上で、下記（２）の考えに基づき開示・

不開示の決定を行う予定である。 

(2) 開示する場合の具体的な開示部分についての考え方 

ア 平均正答数、平均正答率、中央値、標準偏差など児童生徒の学力に関わる結果については、

学校別及び市町村別の一覧等を開示することで序列化や過度な競争を煽って本調査に具体

的な支障を及ぼす恐れが高いことから、学校別及び市町村単位の結果は原則不開示と考えて

います。 

イ 学習状況を調査する質問紙調査については、開示しても序列化や過度な競争を煽って、本

調査に具体的に支障を及ぼすおそれが生じる可能性は低いことから、原則開示と考えていま

す。 
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